
― 京都能楽紀行 伏見稲荷大社 ―

― 京都能楽紀行 伏見稲荷大社 ―

〒602-0912 京都市上京区烏丸通中立売上ル
アクセス

■市営地下鉄烏丸線「今出川」駅下車、6番出口より南へ徒歩5分
■市バス「烏丸今出川」停留所より南へ徒歩5分
※駐車場はございませんので、
　京都御苑の一般有料駐車場をご利用ください。

☎ 075-441-7222
FAX 075-451-1008
http://www.kongou-net.com

一般 ………………………………5,000円
学生 ………………………………3,000円

チケット料金（全席自由席）
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文化庁 総括団体によるアートキャラバン事業
〈コロナ禍からの文化芸術活動の再興支援事業 〉

お申込み・お問い合わせ

令和４年９月３日 土 午後１時30分開演（午後12時30分開場）
於 金剛能楽堂
令和４年９月３日 土 午後１時30分開演（午後12時30分開場）
於 金剛能楽堂

日本全国 能楽キャラバン京都
金剛能楽堂公演 Vol.2

日本全国 能楽キャラバン京都
金剛能楽堂公演 Vol.2
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あ
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つ

謹
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平
素
よ
り
金
剛
流
能
楽
公
演
に
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
度
は
文
化
庁
の
「
統
括
団
体
に
よ
る
ア
ー
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業
（
コ
ロ

ナ
禍
か
ら
の
文
化
芸
術
活
動
の
再
興
支
援
事
業
）」
に
よ
る
助
成
を
昨
年
度
に

引
き
続
き
頂
戴
し
、
京
都
３
公
演
、
山
形
公
演
（
米
沢
）、
愛
媛
公
演
（
松
前
）、

長
崎
公
演
（
島
原
）
と
、
古
来
よ
り
金
剛
流
に
大
変
所
縁
の
深
い
各
地
で
合
計

６
公
演
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
変
得
が
た
い
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
金
剛
流
と
い
た
し
ま
し
て
は
、「
文
化
庁
ア
ー
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業
」
の
テ
ー

マ
に
則
り
、
文
化
芸
術
の
質
の
向
上
を
目
指
し
、
文
化
芸
術
の
重
要
性
や
魅
力

を
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と
で
，
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る

萎
縮
状
況
を
乗
り
越
え
，
文
化
芸
術
に
対
す
る
需
要
喚
起
や
業
界
全
体
の
活

性
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
歴
史
や
文
化
芸
術
の
振
興
を
よ
り
一
層
推
進
す
る

べ
く
、
地
元
文
化
人
の
皆
様
を
ゲ
ス
ト
に
お
招
き
し
、
見
応
え
の
あ
る
演
目
と

共
に
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
内
容
に
て
お
届
け
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
今
回
は
ゲ
ス
ト
に
伏
見
稲
荷
大
社
の
舟
橋
雅
美
宮
司
を
お
招
き
し
、
伏
見

稲
荷
大
社
と
能
「
小
鍛
冶
」
に
纏
わ
る
様
々
な
お
話
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　
一
日
も
早
く
平
穏
な
日
々
が
取
り
戻
せ
ま
す
こ
と
、
そ
し
て
各
地
域
の
益
々

の
発
展
を
祈
念
し
つ
つ
、
流
儀
一
丸
と
な
っ
て
舞
台
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

所
存
で
す
。

　
皆
様
の
ご
高
覧
を
、
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
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ぐ
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荷
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令
和
４
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９
月
３
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土
　
午
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１
時
30
分
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金
剛
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終
演
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憲
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一
条
天
皇
は
あ
る
夜
の
夢
に
神
の
お
告
げ
を
受
け
、
橘
道
成
を
三
条
の
小こ

か

じ
鍛
冶
宗

近
の
も
と
に
遣
わ
し
、
御み
つ
る
ぎ剣
を
打
つ
よ
う
に
命
じ
ま
す
。
自
分
の
技
量
に
見
合
っ
た

相あ
い
づ
ち槌
を
打
つ
者
が
い
な
い
た
め
、
宗
近
は
途
方
に
く
れ
ま
す
が
、
神
力
を
頼
み
に
す

る
ほ
か
な
い
と
氏
神
の
稲い
な
り荷
明み
ょ
う
じ
ん神
に
参
詣
し
ま
す
。
す
る
と
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
童

子
が
現
れ
、
天
皇
の
恵
み
に
よ
っ
て
御
剣
は
打
つ
こ
と
が
で
き
る
と
予
言
し
、
中
国

に
お
け
る
名
剣
の
威
力
と
恵
み
を
述
べ
、
ま
た
我
が
国
に
お
い
て
は
、
日や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
が

敵
に
四
方
を
囲
ま
れ
火
を
放
た
れ
る
窮
地
に
陥
っ
た
と
き
、
草く
さ
な
ぎ薙
の
剣つ
る
ぎ

の
威
力
に

よ
っ
て
火
を
返
し
、
敵
を
焼
き
滅
ぼ
し
た
故
事
を
仕
方
話
に
語
り
、「
こ
の
た
び
あ

な
た
の
打
つ
御
剣
は
、そ
の
草
薙
の
剣
に
劣
ら
ぬ
も
の
に
な
る
。」
と
宗
近
を
励
ま
し
、

剣
を
打
つ
壇
を
飾
っ
て
待
つ
な
ら
ば
、
私
は
姿
を
変
え
現
れ
て
力
を
添
え
よ
う
と
言

い
、
夕
雲
の
か
か
っ
た
稲
荷
山
に
隠
れ
て
し
ま
い
ま
す
。（
前
半
）

　

自
宅
に
帰
っ
た
宗
近
が
、
注し
め
な
わ

連
縄
を
張
っ
た
壇
を
し
つ
ら
え
て
祝の
り
と詞
を
唱
え
る
と
、

稲
荷
明
神
が
狐
の
姿
で
現
れ
、
宗
近
の
相
槌
を
打
ち
、
打
ち
上
げ
た
剣
を
小
狐
丸
と

名
づ
け
て
勅
使
に
捧
げ
、
ま
た
稲
荷
山
に
帰
り
ま
す
。（
後
半
）

　

今
回
は
「
白は
く

頭と
う

」
の
小
書
（
特
殊
演
出
）
が
つ
き
、前
半
の
童
子
が
老
翁
に
変
わ
り
、

後
半
の
稲
荷
明
神
の
姿
が
白
色
に
統
一
さ
れ
ま
す
。
大お
お

飛と
び
で出
の
面お
も
て

の
稲
荷
明
神
は
、

橋は
し
が
か掛
り
を
ジ
グ
ザ
グ
に
稲
荷
山
か
ら
狐
足
で
下
り
て
き
て
、
足
拍
子
を
音
を
立
て
ず

に
踏
む
な
ど
、
敏
捷
な
狐
の
動
き
を
模
し
た
演
出
に
な
り
ま
す
。

　

澄
み
渡
っ
た
月
の
下
、
東
北
院
の
軒
端
の
梅
の
木
陰
に
、
在
り
し
日
の
美
し
い
姿

で
現
れ
た
和
泉
式
部
の
霊
は
、
和
歌
の
徳
や
東
北
院
の
美
し
さ
を
、
袖
を
ひ
る
が
え

し
て
優
雅
に
謡
い
舞
い
ま
す
。

　

金
剛
能
楽
堂
か
ら
御
所
を
は
さ
ん
だ
東
北
側
に
、
か
つ
て
こ
の
能
の
舞
台
で
あ
る

東
北
院
が
あ
り
ま
し
た
。
早
春
の
宵
に
御
所
を
散
策
し
ま
す
と
、
気
品
あ
る
微
か
な

香
り
が
漂
い
、
能
「
東
北
」
の
一
節
「
春
の
夜
の
闇
は
あ
や
な
し
梅
の
花
、
色
こ
そ

見
え
ね
香
や
は
隠
る
る
」
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

舞
金
剛
と
称
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
演
目
を
選
び
、
京
都
並
び
に
、
金
剛
流
と
ゆ
か

り
の
あ
る
山
形
県
米
沢
市
、
愛
媛
県
松
前
町
、
長
崎
県
島
原
市
に
て
、
計
６
公
演
を

連
続
開
催
い
た
し
ま
す
。
当
日
は
、
能
楽
師
に
よ
る
解
説
や
、
上
演
曲
と
関
わ
り
の

深
い
ゲ
ス
ト
か
ら
お
話
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
初
め
て
「
能
」
を
鑑
賞
さ
れ
る
方
も
、

謡
を
習
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
、
様
々
な
視
点
か
ら
舞
台
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
シ
リ
ー
ズ
公
演
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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金
剛
流
公
演
一覧

2022年 

8
月
27
日（
土
）午
後
1
時
開
演

京
都
公
演

金
剛
能
楽
堂

マ
エ
ス
ト
ロ
佐
渡
裕
氏
を
迎
え
て

2022年 

9
月
3
日（
土
）午
後
1
時
半
開
演
京
都
公
演

金
剛
能
楽
堂

京
都
能
楽
紀
行
　
伏
見
稲
荷
大
社

2022年 

10
月
30
日（
日
）午
後
1
時
半
開
演
京
都
公
演

東
本
願
寺
能
舞
台

金
剛
謹
之
輔
1
0
0
年
祭

2022年 

11
月
17
日（
木
）午
後
6
時
開
演

山
形
公
演

米
沢
市

置
賜
文
化
ホ
ー
ル

上
杉
家 

お
抱
え
　
金
剛
の
能

2023年 

1
月
9
日（
月
祝
）午
後
2
時
開
演
愛
媛
公
演

愛
媛

松
前
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

新
春
を
寿
ぐ
　
舞
金
剛

2023年 

1
月
22
日（
日
）午
後
2
時
開
演

長
崎
公
演

島
原
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル

島
原
に
息
づ
く
能


